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は じ め に

中国の古代科学技術の伝統の成果は輝か しく,古 代世界文明国家の中で も

唯一科学文化が断絶することがなかった。そして,そ れは中国に対するばか

りでな く,近 代 ヨー ロッパの社会変革 と科学技術の復興及び,全 ての人類社

会の進歩 にも多大な影響 を与 えた。 ヨーロッパ ・ルネサ ンス以前には,イ ギ

リスの著名な科学技術家であるケンブリッジ大学のジョセブ ・ニーダム博士

による 「中国は紀元3～13世 紀 の間に,西 方国家が及んでいない科学知識水

準を保 ってい1)」 という言葉が劾 す ように,中 国は世界 を先導する地位 を

占めていた。そして中国の科学の発明 と発見 は 「ほ とん どにおいて,同 じ時
2)

代のヨーロッパを上回 り特に15世 紀以前 にははるかに越 えていた」。アメ リ

カのボロー ・コンニディも近年その著作 『大国の興衰』の中で 「近代以前の

全ての文明において,中 国は最 も発達 しているが,他 の国には先進的なもの

が稀 にしかない」 と述べている。 また,あ る統計資料によると,紀 元前6世

紀か ら15世 紀 までの間,世 界の重大な科学技術の成果は中国が常 に54%以 上

の比率を占めていた。 しかし,そ の後 は少 しずつ減少 し,19世 紀 になるとわ

ずか0.4%と なった。そして,そ れに反比例 して16世 紀以後の ヨー'ロッパで

はルネサンス と資本主義生産方式の確立 によ り,近 代 自然科学 と近代技術が

発展 していった。 そして,そ れは非常に大 きな勢いで中国を越 えていったの

である。

では,何 故15世 紀 までは輝 かしい成果 を上げていた中国の科学技術が16世

紀以後には少 しずつ減少 していったのだろうか。 これは長 らく(17,18世 紀

ヨーロッパ人 には論述がある〉,世 界の学者が共通 に重視す る重大な学術問

題で,そ の発展の遅れた原因を探索することは,中 国科学技術 を決起する上

で重要な問題である。そして,そ の原因には複雑かつ,多 方面的な内部 ・外

部要素,封 建社会の要素,清 王朝 自身の要素などが考 えられ る。
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一 .封 建制度の及ぼ した近代科学技術への障害

封建統治階級者 は,自 身の長期的な功績 と名声 を保つために,大 量の知識

人 を引 き入れ儒教経典の研究 に費やさせた。 この傾向は,清 朝に多 く見 られ,

絶 えず 「文字獄」(儒 教以外 の研究を した者 を罰す ること)を 引 き起 こした

ため,知 識人達は罰せ られないようにやむをえず,古 籍,注 釈及 び,そ の解

釈,考 証な どを深 く研究 し,自 然界の観察 と研究の道か ら離れていった。わ

ずかに,科 学技術の研究に従事 した者 もいたが,大 きな組織 を作 りあげるこ

とは困難であった。中国封建制度が近代科学技術の誕生 に極 めて大 きな障害

となったのである。その一方で,近 代 のヨーロッパでは,科 学技術 に力 を入

れてお り,学 術界人士 は古代ギ リシャ,ロ ーマ,ア ラビアの科学技術文化 を

取 り入れることに努力 し,高 い熱情で自然界の奥 と新 しい技術 を探索 してい

た。

二.封 建統治者の科学技術 に対 する考え方

封建統治集団では,「 本 に頭 を埋 める士大夫階層が主導の地位 を占め,彼

らは行政機構 の発展 を重視 して,自 然科学 は人類 に福 を与 える もので は
3)

ない」 という考えを持って治めていた。 また,封 建専制の官僚政治の下で,

ただ財産 と寿命 にだけ関心を示 し,そ のため,彼 らは占星術や煉丹術,建 築

術 を重視 していた。例 えば 『営造法式』 という本を出版す ることは,南 宋皇

帝が杭州へ遷都するうえで,と ても重要だったため,重 視 されたが,手 工業

生産の発展及び技術な どに関する本などは重視 されなかった。 これは,官 僚

に大 きな利益 をもたらさない科学技術 は,政 権 を持つ彼 らにとって重要では

ないもの とみなされたからである。 また,中 国歴代統治者 は歴法を作 る上で

必要であったため天文,数 学 に関心を持 っていた。彼 らは天文,歴 法の独占
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を実行するため,民 間習歴を禁止 した。 このように,中 国古代の科学技術 は,

いつ も閉 じ込められ,卑 しまれていたため,科 学研究 に従事する者 には常 に

危険が伴っていた。孫中山先生の言 うように,中 国封建社会下では 「新 しい

機械の創造や新 しい学説 を発明して も,人 民 は死刑を恐れて,こ れを実行で

きなかった」。科学技術の発展や進歩 は常々妨害 されてきたのである。

中国社会が科学技術 を卑 しむこととは反対 に,ヨ ーロッパの社会気風は科

学技術 の発展に有利であった。14,15世 紀頃よりヨーロッパ社会では学術研

究の気風があったが,16,17世 紀以後 には,科 学の研究が盛 んにな り,学 者

が尊ばれるようになった。 ヨーロッパ科学の発展に重要な条件 を構成 してい

ったのである。1705年,ニ ュー トンはイギリスのアンナ女王からナイ トの称

号 を与 えられた。女王 と王子 は,わ ざと歩いてケンブ リッジ大学の授爵式 に

参加 して,彼 の研究の成果を重視する態度 を示 した。 また,学 術 を提唱する

ためにロシアのツァービキク皇帝は1727年 と1766年 の二回大数学家のオーラ

を招いてサ ンク トペテルブルクで講義 をさせたな ど,こ のような例 はまだた

くさんある。中国封建統治者の中にも,科 学技術 を好 んだ者はいたが(例 え

ば清朝康煕),こ れはただ単に好んでいただ けで,彼 の科学観 ははるかに普

通資産階級の水準 に達 していなかった。

中国封建統治者 は人文を重視 して自然を軽蔑す るばか りでな く,科 学技術

を 「奇技淫巧」だ と認識 していた。それは,立 国の道 とは関係のないことだ

と思っていたか らである。 また,政 権が変わることにより,科 学技術 に携わ

る人材が迫害され,そ の著作が禁止 されることも中国では日常的であった。

明朝末期,徐 光啓 は歴法局の仕事 を司ってか ら,「度数労通十事」の遠大な

計画を立て,彼 の大 きな志 と信念 によって,同 様の学者 を団結 させ,中 国の

科学団体 を作 りあげた。 これは,イ ギ リス皇家学会の初創 の時期 と呼応する。

徐光啓の遠い見通 しは西洋学術界のそれよりも悪 くはなかったが,彼 の思い

とは別 に,政 府の対応 は技術者 を絞 め殺す ような現実だったため,や は り近

代中国の学術団体 は誕生で きなかった。明朝未期から清朝初期の有名な思想
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家,科 学者である方以智 も明朝滅亡後,反 清運動に参加 し
,い たる所 に流亡

したのち家 を離れ僧人 となったが,彼 の学術成果 『物理小識』な どは清朝

300年 の治世の間ずっと埋め られ各種 の 「学案」か ら避 けられた
。 またi明

朝末期の科学者,工 程技術専門家の宋応星 も南明政権で役職につき
,反 清運

動の失敗ののち流亡 したが,彼 の 『天工開物』は広 く伝わる前に禁止 され
,

破 られた。 『四庫全書』や 『四庫全書 ・総 目』の目録 さえも出版 され ること

はなかった。『天工開物』は,中 国国内での運命 は思わ しくなかったが,世

界 に出てか らは,さ っそ く外国科学技術界 に重視 された
。17世 紀末期 には,

江戸時代の日本 に伝わ り日本学者の大 きな興味 を引き起 こした
。 また,宋 応

星の 『天工開物』 と李時珍の 『本草綱 目』は西洋近代科学以前の科学が流入

する前の日本 瞳 大 な影響 を与認 そして,18世 紀 にはヨー。ッパに,19

世紀初期にはイギ リス,フ ランスfイ タ リア,ド イツ,ロ シアな どの国々に

伝わっていった。徐光啓 の著作 『農政全書』 は}や は り彼 の反清運動参加 と

いう清朝にとって心良 くない行為のため
,そ の出版が200年 近 く禁止 された。

清朝軍隊が入関する前に刊行印刷 された初刊本でさえも数少ない
。 その他 に

も,あ る科学者 は反清 したため殺 され,ま たある科学者及びその著作は一生

粗宋 に扱われた。 これは,清 朝の科学技術の発展に大 きな危害 を加 えた
。 こ

れ らのことにより,中 国は西欧 と共に前進する機会 を失ってしまったのであ

る。

三.鎖 国が もた ら した もの

近代の中国はわ りあい閉鎖的であ り,長 期 に亙 り
,中 央集権 の封建制度統

治下にあった経済,文 化,科 学技術 は外部世界に差 し迫 った必要がなか
った。

地理上の理由 としては,中 国はギ リシアのような文明発達地区 とははるかに

離れてお り,交 渉することが少なかった。そのため中国の古代科学技術は独

自で形成され,閉 じられてお り外か ら来た ものを受け入れ ることは多 くなか
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った。 また,封 建社会 の中国はずっと 「天朝帝国」 として自負 していたため,

近代西洋文明の最新成果 を受 けることを拒み,中 国封建社会2000年 以来形成

された政治,経 済 と文化 ・伝統をおだやかに構成 していった。特に明朝以来,

西欧列強は東方に盛んに進出す る情況下 にあったが,封 建統治者 はさらに鎖

国的政策 を実行 し自国の ものより先進的な外来の ものは簡単に押 し退ける態

度をとり,自 分の科学技術 に閉 じ込 もり,保 守性 も加わって科学技術の発展

をひどく妨害 した。

一方で近代 ヨーロッパ人は中国か ら伝わってきた科学技術 を積極的 に勉強

し運用 した。 また,1860年 代に東の日本 は鎖国を終 え}開 放 ・吸収する国 と

なった。 その結果,そ れ らの国々には近代化が もた らされた。その頃中国で

はアヘン戦争以後・イギリス雛 の初代大使郭簾 晒 方繍 と学術響 収

し,清 朝政府 に奉 じて西洋の先進的な文化 を勉強することを主張 していた。

同時 に日本で も,イ ギ リスに駐在 していた大使が明治天皇に奉 じてこれを主

張 していた。 この内容はほ とん ど同様であったが報告書 を受 けた側の反応 は

違っていた。 そして これは両国の歴史上で異なる結果をもたらした。清朝政

府 は深 く考えることな く排外 し,郭 嵩煮の提案 を拒んだため中国はますます

低迷 した。 日本の明治天皇 は報告書の意見 を受け入れ,西 洋に学び,以 前 の

鎖国制度 をやめ,全 面的にこれを導入す る方法を実行 した。科学技術の方面

だけでな く,工 商業な どにおいても西洋の技術 を用いた。彼 らはまた官僚視

察団を派遣 して外国を考察 し,体 制改革を行 なった。 日本 はこれ らのことに

よって ヨーロッパに追いっいたのであった。

四.自 給 自足経済の存在が科学技術の発展 を束縛

第0に,自 給 自足の自然経済の影響下 において,科 学技術 に従事する者は

常に多 くの精力を農学及び農業関係の問題に集中させ られ,他 の科学分野 を

研究することは少なかった。その結果,中 国では農業書籍が多 く内容 も詳 し
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くて,研 究内容の深い ことは世界でも有名である。 また,手 工業技術 と工業

生産方面に及んでいる著作 はとても少な く,た だ実践で積 める知識 を表面上

だけの形式で表わ している。理論上の研究討論 はわずかであった。

第二 に,自 給 自足の自然経済は利己的な心理 を形成 しやすかった。たまに

技術的な成果があっても,そ れが世間 に出て くることはなかった。例 えば医

学方面 における家伝の秘方はすべてを伝 えていなかった。製造工芸方面の先

進的な技術,先 進的な操作方法 もただ自分の子孫 に伝 えるだけであった。教

師 は学生 を教 えても,全 ては教 えなかった。 このようにして科学技術の発展

は抑制 された。 ひいては,専 門的な科学技術の伝達の喪失 をももたらした。

第三 に,自 給 自足の自然経済 は科学技術 に需要するものに限 りがあった。

一つは農民がただ経済上の自給 自足が欲 しいだけで
,知 識 を求める心が切迫

していなかった ということで,二 つは地主階級が科学技術 に関心 を示 さず,

た くさんの技術発明は生産面において広 く応用で きず,改 善 されなかったた

めヨーロッパの ように強大な社会需要力を生 じなかったことである。

五.商 工 業資本 の制約

封建統治者か ら見 ると,農 業 は優先されるべ きもので商工業 は二の次であ

った。「強本抑末」 という農業 を保障 し商工業 を抑制するこの政策 は,手 工

業の成長を抑圧 したので,科 学技術の発展は無水の源 とな り,存 在で きない
6)

状態にさらされた。歴史か ら見ると,商 工業 を抑制する政策 は秦朝か らずっ

と清代 に奉行 された ものである。中国の封建社会の後期 に商工業者の実力 は

相対 して弱 くな り,そ の原因 としては軽重論政策体系の形成があげられる。

その体系 により商工業者の活動範囲が大いに小 さ くなった。国家 は豊富な自

然資源 を独 占してその中で一番利益があがるものを直接経営 し,経 営するこ

とが難 しい ものは商工業者に経営 させ,重 税 をかけた。国家 はまた,大 量の

財 を掌握 し自ら商工業 を経営 したため民間の商工業者は封建政治特権 を持つ

中国近代科学技術の発展が遅れた原因の探索47



国家の商工業者 を相手 に競わなければならなかった。 また,政 府で経営す る

工業 と国家で掌握する運輸工具,運 輸施設で皇族,貴 族,官 僚,軍 隊などで

使 う生活必需品の大部分を供給 し,市 場が必要 とするものを減少させ,同 時

に軽重理論 にそって財 を集め,私 腹 をこや したため,人 民の貧 しさはひどく

なっていった。 これ らの ことは商品市場 を衰退させた。

一方
,西 欧各国では封建社会後期の商品生産の発展が中国よ りも順調であ

った。その要因 として,社 会生活で起 きた作用 と商工業者の社会地位の直接

的な関係がみられ る。西欧の封建社会の中後期 は}国 家 としての地位が中国

よりはるかに脆弱だった。宗教体系 はほ とんど国家行政体系か ら独立 してお

り,あ る時には国家行政体系 を凌駕 している。国家 は内に対する集権程度 も

はるかに中国のように高 くはな く,地 方 と各階層貴族の封地 も多大 な独立性

があり,こ の意義か ら言えば,国 家組織自身 は締 まりがない と言える。その

ため多 くの力量 を削ったのである。それ と相対す るのは,封 建社会中後期に

商工業者の勢力が とて も大 きいことで,た くさんの商工業都市が封建社会に

よって発展 した期間に,相 次いで自治権 を争った。商工業が発展する上で も,

中国のような商工政策 を抑 える妨害や強大な封建運営による経営経済か らの

締め出しを受 けることもな く,封 建官僚が頻繁に関与することもなかった。

また,西 欧各国の商工業発展 はもちろん封建制度 に妨 げられることはあった

が,こ れは中国での妨げ と比較するとずっと小 さい ものであった。そ して商

工業,特 に商業の発展 とともに,封 建制度が崩れていった。 また,国 家の強

弱 と財の不足には因果関係があった。教会の様々な税や地方貴族 と都市によ

る地方税が回収されたので,国 家が獲得できた税 には限 りがあった。そのた

め国家は金の需要をしばしば商工業者に妥協 させ,商 工業者はしばしば国家

と商工業者の利益をある程度一致 させていた。国家は大 きい活動があるたび

に商工業者か ら資金を調達 した り貸 し付 けをうけたりした。国家が商工業者

にある程度頼 るようになると,彼 らは,ま す ます多 くの商工業者代表を議会

に参加 させなければな らな くなった。例 えばイギ リスでは,1509年 か ら1588
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年の16期 会議でロンドンから派遣 される議員は全部で36人 であった。 その う

ち1人 は身分のはっきりしない者,9人 は弁護士で残 りはみな商工業者であ

った。 フランスでは14世 紀の初期,第 一回三級会議 を組織する際に少な くな

い数の商工業者の代表 を参加 させた。西欧各国では商工業者が早 くか ら合法

的な議政権 を持 ち,ま た この権利 は当時の中国商工業者 には全 く考えられな

い ものであった。その頃の西欧各国では,商 工業者の身分で も政府役人 にな

ることがで きた り,封 じられていた爵位 を与 えられ貴族にもなることができ

たのである。ある時には金 を借 りるために,税 収機関の活動 を商工業者の監

視下に置 くということを承諾 しなければならないこともあった。 これ らの こ

とは,そ の当時の中国にはまった く不思議なことであった。

西欧各国政府 は封建社会後期 になると,程 度の差 こそあれ商工業の発展を

励 ます政策 を取 り入れた。 フランス国王ルイ十一世(1461-83年)は 自 ら自

国の絹織業 を励 ます ことに参与 し,そ して外国か ら技術,人 材を招 き入れる

政策 を制定 した。イギ リス国王エ ドワー ド四世(1461-83年)は,羊 毛の輸

出を禁止 して,毛 織物 の輸 出を奨励 し自国の毛織業が発展するよう命令 した。

六.近 代中国科学技術の資本主義生産推進の欠乏

西欧各国が近代で率先 した要因には,早 くから封建社会か ら資本主義社会

への歴史転変 を実現 した ということが挙げられる。資本主義制度が封建制度

によって妨 げられる社会生産力か ら釈放 されて,急 に発展 しだし西欧各国は

世界中の他の国家(中 国を含む)か らはるかに飛び抜けたのである。何故西

洋国家 は早 くか ら封建制度から資本主義制度に転変できたのであろうか。そ

れは主に西欧各国の商品生産の発展が順調で,急 速に高い程度 に達 したか ら

である。そして,ヨ ーロッパ資本主義が芽ばえ成長する時,封 建経済が絶 え

ず敗れているのである。つま り,封 建的な経済構成が中国よ りずっと弱いの

である。 これに対 して中国は世界で も封建社会の歴史が最 も長 く,封 建主義
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が長足 に発展 してお り,封 建社会を強固に存続す る頑固な力量があった。中

国は資本主義の芽 ばえが小 さいばか りでな く,封 建経済の巨石の下に押 しっ

ぶされる,つ まり長期 に形成 している穏やかすぎる封建生産形式は極 めて大

きい惰性 とな り,活 性化 しに くく先進的な資本主義方式 に変わることができ

なかったのである。

発展の遅れている生産力の代表 としての清王朝統治者は,朝 廷 を立てる初

期 には規制 を穏やかにして,生 産の発展を促す という政策を取 るが,そ の後

は彼 らは主要な精力 を清朝 に反対するものの一掃 にかたむけていた中央集権

を強化するため清朝 に反対する商品経済がわ りあい発達 している東南沿海の

勢力に残酷な弾圧をしたので,も ともと弱小的であった資本主義の芽 ばえは

ひどく打ちこわされた。そのため経済が回復する速度は とて も遅 くなった。

清王朝が立 って100年 余 り後 にや っと商品生産 は明朝中期の水準に追いっい

たのである。社会生産が退歩するとは,常 に世界先進的な地位 にある手工業

技術が落伍 し始めるばか りでな く,も う落伍する科学はほとん ど停止 して前

に進 まない状態になるということである。近代 ヨーロッパの科学 は資本主義

が発展するとともに生 じて,発 展 してきた。16,17世 紀 ヨーロッパ資本主義

はちょうど上昇の時期 にあ り,商 業 と工業上の多 くの新 しい技術問題 を人々

は努力 して探索 し,積 極的に科学理論を研究 し,資 本主義生産は自然科学の

発展 に巨大な影響 を与 えた。 もし資本主義生産が発展することがなければ,

近代 自然科学は存在 しないのである。中国では資本主義生産が順序 よ く発展

しないため,全 体社会が科学に強 く需要す るという形成にならず,科 学実験

と技術革新,科 学革命に必要な前提条件が取れないのである。そのため,中

国科学が発展する速度 は大 いに遅 くなり,近 代科学 も中国では生 じられなか

ったのである。
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七.海 外貿易の軽視

封建社会の後期 にまずスペイン,オ ランダなどの国の政府は積極的に自国

の商人 を励 まして海上の貿易 と探険 をさせた。その後15世 紀にイギ リス,フ

ランスなどの国々で も同じように商人 を支持 し海上貿易 と探検が行われた。

また,国 内の手工業の発展 も奨励 した。フランス国王ルイ十一世 はしばしば,

自国の商人が活動 しないことや危険を冒してまで大 きな経済 を経営する勇気

がない ことに憤慨 した。 イギ リス国王ヘ ンリー七世(1485-1509年)は 法令

を発布 して船 を造 り,船 を買 うことを励 まして海上貿易 を促 した。およそ80

トン以上の ものには1隻 ごとに国家が20ポ ンドの手当てを与 えた。16,17世

紀 になってか らは西欧各国はさらに自国の商人が大 きな対外貿易会社 を創立

することを支持 した。イギリスは1554年 にイギ リス ・モスクワ会社 を創立 しs

ロシア,ペ ルシァなどの地区に対する貿易 を専門に経営 した。そして1579年

にはイス トクラン会社を成立 させ,バ ル ト海沿岸地区に対する貿易 を経営 し,

1581年 にはレフン トク会社 を成立,地 中海東岸に対す る貿易 を経営,1588年

にはギニア会社を設立 し,ア フリカ,ア メリカなどに対 して略奪性の貿易 と

黒人奴隷の販売 を経営 した。その後 も1600年 に東インド会社 を設立 して触角

を東方の中国に伸ばしている。 その間にフランスも積極的に自国の商人を支

持 して少な くない大会社 を組織 し,そ れぞれに地中海沿岸,ロ シアと中東地

区に対する貿易経営 をした。1604年 には専門的にアジア地 区と貿易するイン

ド会社,北 米 と貿易す るノルマ ンジー会社 を設立 した。西欧各国政府が とっ

たこれ らの政策 は自国の商品生産 と商品経済の発展を大 きく促進 させた。

一方中国では
,明 朝の鄭和が七回に渡 り規模の大 きな航海 をしたが,第 七

回目の航海では総員27800人 あまりの62隻 の大船 となった。 その中で も大 き

い船の長さは44.4丈,広 さは18丈 で この ような規模の長距離航海船隊は同時

期の世界中のどの国にもなく,地 理大発見時代の どの艦隊よ りも大規模であ
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った。鄭和船隊の規模,装 備,技 術な どの航海能力 について論 じれば,そ の

当時中国人は完全に地理の大発見 と海外貿易航路 を開 くことができたであろ

う。人々に惜 しまれ ることは,鄭 和が西洋へ行 って以来,明 朝が長距離航行

する船隊を再び派遣 しなかったことである。世界的に有名な鄭和は航海する

とい う壮挙 はした ものの,海 外貿易 を行わなかったが,こ れ には原因があっ

た。出国する活動 は表面か ら見ると明朝朝廷が遠い財富に対 して欲望 を抱い

ているように見 え,朝 廷 はそれをいやがったのである。 また,地 理大発見上

の成功 と経済動力の発展 につながっているようであるが,実 はそうではなか

った。鄭和が西洋 に行 く目的は経済的な要求ではな く政治目的であり,国 を

安定 させ懐柔政策 を実行することにあった。鄭和 には七回に渡 る航海で,後

の西欧冒険家が長距離航海するように巨額の利益 を得ず,大 量の金銀,銅 銭,

磁器,絹,綿 布や銅器,鉄 農具 を持 って行 き,引 き換 えるもの といえば皇室

と貴族官僚に使 う珍 しい宝物,鳥 獣,香 料,薬 及びいろいろな奢修品なので

あった。そして毎回の航海で消耗す る資金が巨額なため国庫は底 をついてし

まったのである。政治 目的の もう一つの理 由としては建文皇太子 を探 しだす
7)

ため とい う ことが あった。

八.科 学技術を導入する上での弊害

1

学 科を導入する体系で科学方法論,科 学史のような文献が乏 しかった。エ

ンゲルスは 「一一つの民族 を科学の高い地位 に立 てようとすれば,一 刻にも理

H)

論 思惟 が離 れ なか った。」 と言 ってい る。 イギ リスの フラ ンシス ・べ 一 コ ン

は,17世 紀 に 「科 学 の歴 史 を研 究 す る こ とは,私 達 を助 け,類 理 性 の本 質 と

用 途 を発 現 す る」 と指摘 した。 フランスの ビュフォンが1746年 に出版 した 巨

著 『自然 史 』,モ ン テ ィ ク ラの 『数 学 史』(1758年),バ ー一イ の 『古 代 天 文 学

史 』(1775年)や 『近 代 天 学 史 』(1778-82年),ラ ラ ン ト ク の 『数 学 史 』
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(1802年),ヒ ュー エ ル の 『帰 納 科 学 史 』(1837年),キ ュ ヴ ィエ の 『生 物 科 学

史 』(1841年)な どが あ る1892年 に フラ ンス の フ ラ ン シ学 院 が 「一般科学史 」

講座 を開設 した時 には,中 国 で は全 く知 られ て い なか っ た。 しか し,導 入 し

た文 献 を詳 細 に考 察 す る と,た ま に医 学 史 や科 学 方 法 論 な どの文献 が紛 れ こ

んでいたが,ほ とん ど重視 され な か っ た の で あ る。

2.

16,17世 紀及び18世 紀の多 くの西洋科学の重要な著作 は,み な相次いで中

国に伝わってきた。例 えばコペルニクスの 『天文運行論』,デ カル トの 機

何学』,ニ ュー トンの 『自然哲学の数学原理』な どがある。 しか し多 くの著

作が漢語に翻訳 されず,ま たされたとして も翻訳 と編集翻訳はみな中国にい

る宣教師 と中国人の学者 と共同で行われていた。外国語のできる人材が乏 し

く,特 に外国語 も科学技術 もできる人材 は少なかった。そのため西欧か ら伝

わって きた大量の先進的な外国語科学技術書籍はあるべ き作用を発揮で きな

かった。 そのほかにも,18世 紀末期以前の西洋科学の中では一番重要な成果

が伝わらず,例 えば解析幾何,微 積分,ニ ュー トン力学,リ ンネの生物分類

法 と命名法な どに関係 した著作を訳 さなかったためy中 国では知 られること

がなかった。 この時期中国に伝わった ものの大半 はその頃の西方では先進的

な科学成果ではなかった。先進的なものは紹介 されなかった り,紹 介され る

のが遅かったためにその作用 を発揮で きなかったのである。

3.

積極的,系 統的,そ して全面的に西洋科学技術 を導入す ることがなかった。

近代 中国政府は西洋科学技術 を導入する態度が消極的であったがt彼 らは一

貫 した計画を持っていた。 それは全方位への導入ではな く,た だ宣教師によ

って伝 えるということであった。厳密にいえば導入することができず,断 続

的に伝わってきた ということである。 しか し近代後期の日本政府 は積極的に
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西洋の学問を導入 していた(蘭 学 とい う)。1740年 に青木昆陽(1698-1769

年)や 野 呂元文(1693-1761年)に 命令 してオランダ語 を勉強させた。 また,

政府が組織 した初 めての外国語を勉強するための機構 は,日 本では1856年 の

蘭学館であ り,中 国では1862年 の京師同文館であるが,両 国の間には差があ

った。 日本は洋学 を導入することを基本国策 とし,科 学知識が国を振興する

基礎 を作 ると考 えていたため,西 洋の科学者 と技術者を招 き,学 校 を立てて

学問を講義 し,訪 問団を派遣 して,群 書を広 く訳 した。 また政府は専門的な

調査 を研究する機構 を設立 して,世 界で新 しく出版 され る本 と学校 を調べて,

国民教育のテキス トになるよう加工 した。つまり日本 は,積 極的に導入 し,

効率よ く吸収することで近代西洋科学技術 を全体的に把握 したのであった。

九.中 国 とヨー ロッパ の教 育制度の違 い

ヨーロ ッパ は大学 の設立 が最 も早 く,中 世 の ヨー ロ ッパ に教 会 大 学 が で き

てい る。教会学校 で は神学教育 を主 に していたが 「七種 自然芸術」 もあ り,

その 中 に は弁 証 法,算 術,幾 何 と天 文 学 な どが あ っ た。 大 学 に は自由芸術学

部,医 学部,物 理 学部 な どが あ り,分 科 学 習 の傾 向 が あ った。 この ような課

程 を設 ける ことで分科教学 は多 かれ少 なかれ人 々 に自然科学 に触 れ る機会 と

研 究す るチャ ンスを提供 した。11,12世 紀 以 後 に は都 市 工 商 業 の発 展 や 自治

都 市が 出現 し,市 民 階 層 に よ る文 化 知 識 の需 要 が増 えたた め,世 俗 的 な都 市

大 学 が まち ま ち に設 立 してい った。有 名 なの はイ タ リアの ポ ロ0ニ ャ大 学

(1158年),フ ラ ンス の パ リ大 学(1160年),イ ギ リス の オ ッ クス フ ォ ー ド大

学(1168年)と ケ ン ブ リ ッジ大 学(1209年)な どで,14世 紀 まで に は イ タ リ

ア の大 学 は18カ 所,フ ラ ン ス に は16カ 所,ヨ ー ロ ッパ 全 体 で は40カ 所 とな っ

た 。 い わ ゆ る"大 学 は科 学 者 の 揺 りか ご"で あ る。 ル ネサ ンス期 に多 くの科

学 者 は大学教育 を受 けた ことが あ り,そ の後 の 中世 の学 術 の 中心 は修 道 院か

ら都 市大 学 に変わ っている。教育事業 も教会 の独 占か ら抜 け出 し始 めて,大
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きく発展 した。特 に専門的な科学技術教育大学 と研究機構 の出現
,発 展 は科

学技術の進歩に新 しい活動 を注 ぎ,そ の結果予備軍 も増 えた。 しか し,そ の

当時の中国には大学 も科学技術教育 もな く,封 建科挙教育が科学技術の内容

を排斥 している状況だった。知識界はただただ科挙 を尊 び
,科 学技術 を軽蔑

したので,科 学技術人材 を育成できず科学技術隊列は形成 されることはなか

った。 このようななかで知識分野から抜 きん出た少数の人材 としては
,例 え

ば沈括,徐 光啓などで彼 らは教育制度保証の産物ではな く
,自 ら成功するも

のの代表であった。他には李時珍,徐 霞客 ,宋 応星,李 善蘭,顧 観光,徐 寿,

華衡芳などがいた。

中国は日本 とは科学教育の差が大 き く開いていた。1868年8月 に明治天皇

が即位 した時には 「世界か ら知識 を求めることは皇業である」 と示 した
。教

育の基本的政策 を確立 してか ら,1872年 には 「新学制」 を発布 しテキス トの

内容 は全て西洋をまねてつ くられてお り,例 えば数学には算術
,代 数,幾 何

などを使用 した。 そして和算は除かれた。 このような措置は西洋科学技術の

導入の安定 した基礎 を築いた。旧学制を排除す るのに中国では日本 よりも30

年近 くかかったが(1903年 癸卯学制改革科挙),こ の ことが 日本 との差の肝

心な点ではな くて,中 国の新学制は"琵 琶 を抱いて顔 を半分遮 る"と いうこ

とを指 し示 した点にあるのである。1907年 までに教育改革 を宣言 したが
,新

式学校 はあいかわ らず,旧 学や新学(科 学),そ して科挙 を排斥 してから生

まれた中学(四 書五経),西 学(科 学技術)を 兼ね備 えた課程 内容 を堅持 し

た。学生は毎 日経書 を読むことを要求され,必 ず 自分の人格 を磨 き修養を積

む ことも求められた。

洋学研究機構 と教育機関を建てることで も,日 本 は中国 よりずっと早かっ

た。日本 は1844年 に明倫館 を建 て,1854年 には召友館,1855年 には洋学所

(東京大学の前身)を 建てている。中国では1862年 に同文館,1867年 に上海

機械学堂,1880年 には北洋獅 学堂,1889年 には北洋大学腱 ててし、2
.そ

の後 も1898年7月 に北 京 で京 師大 学 堂 を創立 し,1910年 に は科 目 を経,法,
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文,格 致,農,工,商 の七科目に変え,1912年5月 には北京大学 と改名 して

いる。中国の大学 はその後 も設立 され るが遅か った。 日本では,明 治13年

(1880年)に もう1カ 所に大学がで き,明 治43年(1910年)に は大学 はすで

に54ヵ 所 に増 えていた。近代科学技術史の発展か ら見ると,中 日両国の近代

大学教育の始 まりはだいたい同 じであったが,日 本の発展が早いのに対 して

中国は発展が遅かった。 日本が西洋科学技術水準 に追いついたのに対 して,

中国は西洋科学技術 との差が大 きくなっていった。

十.封 建政府で創立する科学技術の弊害

封建政府で創立する科学技術 は規模が大 きく労力や物資が集中しているた

め,科 学技術 の発展には有利であった。 しかしこの類の科学技術 は統治者に

奉仕することを目的 としてお り,重 要な科学技術項 目を独 占したため,大 半

の科学技術の成果 は社会全体に向か うことはな く,全 体社会生産の発展 を妨

げた。そして,こ れ らの政府で創立する科学技術事業のほ とん どは大官僚が

リーダー となっているが,官 僚 自身は科学技術の知識がな く,科 学技術人員

の多数 も封建官僚であるため,封 建官僚体制では自然科学を研究す るだけで,

新 しい技術 を発明する という職責 を果たしていないのである。清朝末期には

「洋務運動」が行われたが,こ の時期 に政府が創立 した多 くの工場 と炭鉱 は

官僚式 に管理 されていたため,汚 職 をすることが気風 となっていた。そして

これ らのことは科学技術が発展す る上で多 くの弊害 となった。

十一.中 国科学技術体系の弱点 と欠点が与 える発展への影響

1

中 国 の古 代 科 学 技 術 体 系 が長 期 に亙 り存在 す る ことで,壁 が形 成 され その

た め に あ る程度 の保守 性,独 立性,排 外 性 が 生 まれ た。 体 系 自身 の充実 と発
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展に したがって,こ の問題がますます突出する一方で,新 しい科学,技 術の

成果及び科学思想の出現は抑制 された。それ は,外 来の科学技術 の知識を吸

収することに対 して大 きな選択や排斥 をしたがために
,世 界の優秀な科学技

術 を吸収せずに近代科学技術 は発生 しなかった。一方西欧国家では
,他 の地

区の科学技術 を勉強することを基礎 に,互 いを参考 しあい
,互 いに促進 して

近代科学技術 を形成 していった。

2,

近代 中国の伝統的な科学技術 は,ヨ ーロッパ近代科学のような厳密な理論

体系に乏 しかった。普遍的な科学規律 と法則 を得 られないので
,当 然近代科

学の高 さにまでは上れなかった。

① 実際上の応用に満足 して,理 論上の探索討論を重視 しなかった。中国

の伝統的な科学の著 しい特徴 は実用性が高いことである
。古代か ら残ってき

た多 くの科学技術は,大 体 はその時の生産経験 を直接的 に記載 し
,ま た自然

現象を直接的に描写 しているにすぎなかった。推測性の議論のほかにはわず

かな科学理論的な分析で研究を行 っていた。天文学の研究は歴法を制定 する

ために行われ,ま た農牧業生産実践 と連係 した。地学研究 は,戦 争,生 産 と

生活のために行われた。医学研究は,臨 床医療のために行われた
。生物学研

究は,主 に農業 と牧畜業の経験 を述べるために行われた。数学は生産実践 で

であった問題 を整理 し帰納 してか ら具体的な答案方法 を求めるものだった
。

実用伝統 と連係する他の伝統 も理論 を重視 しなかった。職人はただ師匠の技

術 を受けついで同じように行 い,疑 問を抱かず,学 者 はただ生産実践 中の経

験 を記述するのみである範囲内で科学研究の部分 を休止 している
。科学理論

方面の研究 も進んでお らず,新 しい発見 も少なかった。

他にも,中 国古代の思弁性思惟が発達 したが,こ れ らの思弁性思惟 は往々

にして経験 または実験事実のみで,基 礎 にするものが乏 しかった
。 また,空

漠たる議論が多 く実質性 の内容が少ないので,現 象を解釈することは浅 く
,
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表面的なもの となり,厳 密な科学理論形成 を妨げた。

② 科学実験の精神が乏 しい。科学実験 は特 に近代科学技術の発展 に重要

な作用を起 こした。アインシュタインは,友 人 に送った手紙の中で 「中国は

以前か らユー クリッド幾何学 と実験方法が乏 しいため,近 代科学が誕生する

こ と を妨 げ る.:.wwな 原 因 を作 っ て い 紫 」 と言 っ て い る.ヨ ー ・ ッパ 近 代 科 学

は大量 の科学実験 とい う基礎 の上 に成 り立 っていた ので ある。一番早 く実験

の重 要性 を認識 し,系 統 的 に論 じた の は,13世 紀 の ロ ジ ャー ・べ 一 コ ン で

あ'8,べ_コ ン は,実 験 こそ科 学 を轍 ・にす る とい うことを言 った・彼 は実

験科学が他の科学 よりもっと重要で優れてお り,科 学の証明には実験が必要

であるとみなしていた。各種の論証 による科学は,ど んなに推理力があって

もそれらは確実性 を提供 されない。実験な しではその結論 を証明することは

できないのである。それか らダ ・ビンチはまた 「科学はもし経験から生 まれ

ず,素 晴 らしい実験を終えなかったら,少 しも用途がな く,実 験があまり良

いものでなければまちがいが多 くある。実験 は科学の母だ」 と述べている。

つけ加 えて言えば,16世 紀 イギ リスではフランシス ・べ一 コンは,科 学 と技

術の発展を促 している新 しい科学方法 は,ま ず観察 と実験科学 に基づき,多

くの事実 を探 してから比較 し,類 別に帰納する可能の仮説 を表 して,最 後 に

いろいろな実験の検証 をして科学の知識 を得 られ るのだと述べている。以上

の ことは科学実現を深 く認識 し,重 要な論述は西欧科学家の鋭利な刃物 とな

り,古 代科学のかたい殻 をやぶって,人 々の近代科学技術への道を早急に進

ませた。べ一コンの理論 は,科 学上のコロンブスの ように近代科学技術運動

に発展の動力 と方向を示 した。西洋の近代科学技術は分析で勝利 し,総 合す

ることが強 く分析す ることが弱点であった中国はこの分析時代 に劣っていた。

ルネサンス以後 ヨーロッパの科学思想 と科学方法は全 て大 きく変革 し,実 験

科学が主 となった。全ての結論 は教義か ら来ず,必 ず観察,実 験 をし,こ れ

らはヨーロッパ科学で重要な地位 を占めていた。 フランシス ・べ一コンが提

唱 した帰納法 とデカル トが提唱 した演繹法は近代科学を生 み,発 展させる道
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をつ くりだした。特に,目 的 をもった特定の実験 をすることが近代科学の成

立に重要な意義があ り,近 代科学は特定の設定 によって
,そ の過程の実験基

礎から生 まれ,発 展 していった と言える。近代 ヨーロッパの著名 な物理
,化

学,生 物学家のガ リレイ,ニ ュー トン,ボ イル,ラ ヴォアジェ,ハ ーヴィな

どは誰 も科学実験 を切 り離 してはいない。

比較 してみると,中 国は極めて科学実験,特 に定量の科学実験精神に乏 し

かった。天文観測が歴代において重視 されているにもかかわ らず
,物 理学 と

化学の実験 は軽視 され,少 数(例 えば煉丹家の沈括,趙 友欽など)が ある実

験 をしても人々には重視 されなかった。そして定量の実験 をしなければ
,自

然界のいろいろ と複雑な現象 をそれぞれに分離することができず,深 い分析a

研究ができない。おおかたの結論 しか導き出せないのである。精密な定量実

験ができない原因の一つには,ガ ラスの質が悪いことがある。中国のガラス

実験器具の製造は西欧に比べて遅れていたので,ほ とん どガラス器具で化学

実験 をすることはな く,陶,磁,缶 を用いて実験 を行っていた。そのため焼

く処理に耐 えることができず観察にはむかず,重 いので使 いに くかった。 ま

た多種類の精密計器 を作 ることができなかった。

③ 中国古代科学技術構造が近代科学技術革命の発生を不利 にしていた。

16世 紀になってから,西 欧はしだいに構造性自然観
,定 量実験 と開放性技術

体系で組み立てる科学技術構造 を確立 した。 この構造 は科学理論,実 験,技

術の三者間で互 いに推 し進めあう循環加速 メカニズムを持 っているので
,科

学技術革命 を促進 した。中国封建社会の科学技術構造では,こ の三者が互い

に離れてお り,促 進 しあうメカニズムになっていなかったため
,近 代科学技

術革命の運行 レールには乗 りに くかった。

十二.科 学哲学体系を形成 しなかった中国近代哲学

中国では自然哲学,科 学哲学体系が乏 しいので,自 然界の知識 を総括 し整
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l2)

理 して,理 論体系 を形成することが不利であ り,自 然科学が発展 しに くい。

西方科学 と哲学の歴史上では,多 くの科学者が同時に哲学者で もあった。例

えば,ピ タゴラス,ア リス トテレス,ベ ーコン,ラ イプニッツ,デ カル ト,

カン ト,シ ュレディンガー,ボ ーア,ハ イゼンベルク,ポ ッパーなどは科学

と哲学の歴史の殿堂 に輝か しく名 をつ らねている。 しか し,こ のように科学

と哲学が結びつ くことは中国では少ない。一方で前述 した西洋学者達 は強い

自然哲学思想を持ってお り,例 えば 「始基」 という概念,原 子論思想,天 体

=構造思想,天 体演化観念な どはみな西洋科学哲学者が初めに言いだ した もの

である。中国の伝統的な思想方式は科学技術 の発展をひ どく妨げていた。中

国には古代か ら直覚思想の伝統があったが,論 理の方法はヨーロッパには及

んでいなかった。つまり真の知識 と見解 はあるけれ ど,科 学的な論理体系に

はなっていないのである。

十三.中 国近代政府の科学研究機構未設定 と科学技術交流の現実

中国近代政府 は総合性の国家レベルの科学研究機構を設 けていない。つ ま

り,国 家の科学技術研究組織の中心がないのである。そんな中で どうやって

近代科学技術 を中国で誕生 させ るとこができようか。 また どうやって近代科

学技術の発達 した国家 と一緒 に進む ことがで きようか。

比較 してみると,イ ギリスは1660年 に皇家学会 を創立 している。 フランス

は1666年 にパ リ科学院(す なわちフランス科学院)を 創立 している。 ドイツ

は1700年 にベル リン学会(す なわちベル リン科学院)を 創立,ロ シアも1740

年 にサンク トペテルブルク学会(す なわちサ ンク トペテルブル ク科学院)を

創立,中 で もドイツとロシアは科学院の建設 を強化するために多 くの外国科

学者を招いていて,そ の中には長期間職 を勤めた者 もいた。中国では国家 レ
13)

ベル の科学研究機構 中央研究院 は1928年 に建 って い る。 しか し,中 国近 代 政

府 は国 と国 との 間 で科 学技術 交流 をす る ことを認 めていなか った。徐建寅 は
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ヨーロッパ に行 き考察 して も,た だ考察 しただけで交流 した とはいえない。

中国 と西洋諸国の真の科学者,技 術専門家が互い訪問することもほとんどな

かった。それに対 して}同 時代のヨーロッパ各国間の科学者
,技 術専門家 は

互いに訪問しあい,合 作研究することも頻繁 に行われていた。 このような例

をあげる と数 えきれない。

留学生を派遣することは,ヨ ーロッパ各国ではルネサ ンス期に もとて も盛

んであった。1847年 になると,中 国で も容闘,黄 寛な どが初 めて米国に留学

し,1872年 にや っと政府が第一陣である窟天佑など30人 を米国に派遣 し留学
14}

させた。 このように中国近代政府 は,科 学技術考察 と交流への動作が遅かっ

た。 そしてそれは極 めて中国近代科学技術が発展する過程 を延ばさせている
。

1582年 イタ リア宣教師マテオニ リッチが中国に来た時,皇 帝や臣下達など多

くの人々は彼か ら西洋のことを学んだ。 しか し,中 国政府はその時 に外国を

訪問 したい とい う思いを抱かなかった。対 して,日 本はちょうどこの年 に伊

東,千 石など4人 の少年で構成 された使節団をローマに派遣 している
。4人

は西洋人宣教師につれられて海路イン ドを通 り,1585年 にローマに到着 しそ

して1590年 には日本に掛け時計や腕時計,地 球儀,活 字印刷機 などを持ち帰

っている。 また中国 と日本 との大 きな違いは1871年 ,日 本政府は岩倉具視

(1825-83年)を 始 めとする100人 余 りの政府の重要人物達 で構i成した高級訪

問団を派遣 して,ヨ ーロッパ を考察 させていることである。それ以降 も政府

はいろいろな視察団を派遣 し,彼 らはイギ リス,ア メリカなどで勉強 し経験

をつみ,大 量の科学技術文献 を持 って帰った。 このようなことが,日 本近代

科学技術の発展を加速 させた。

十 四.西 洋人 への依存性

近代中国が科学技術知識の伝播 に西洋人の助 けを必要 とした ことは,言 う

まで もない。 しか し,す べてを西洋人 に頼 るのではな く,早 急に自国の人材
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を養成 して逐次代 えてゆ くのでなければ,自 国の科学事業の有効な発展はの

ぞめなかった。西洋人 に過度 に依存する状況 は,中 国ではきわめて長い期間

継続 した。例 えば,明 末の 『泰西水法』か ら,清 末の 『博物新編』,『格物探

原』等の一連の科学書に至 るまで,表 面上は徐光啓,徐 寿等が参加,共 訳 し

ているが,実 質的には漢語 に通暁 した西洋人の口述 を中国人学者が筆記 した

ものであった。 また,最 初の科学系学校である格致書院の設立 も,最 初の科

学刊行物である 『格致睡編』や最初の月刊紙である 『東西洋考毎月統計伝』

の創刊 もsす べて主要部分 または全部 を西洋人 に頼 ることによって完成 され

た。

日本では逆に,自 国の人材による西洋科学技術の導入に重点を置いた。例

えば,日 本で最初の洋書の翻訳 である 『解体新書』(1774年)は,前 野良沢

(1723-1803年),杉 田玄白(1733-1817年),中 川淳庵(1739-86年)ら が自分

たちで訳出 した ものであり,日 本で最初の化学の翻訳書 『舎密開宗』(1837-

47年)も また,日 本人学者宇田川樒庵(1798-1846年)が 独 自に完成 した も

のである。 このように日本 は西洋科学の導入にあたって最初か ら自力更生的

基礎 を築 きあげ,以 後の伝播の仕事 における規範 を樹立 した。

日本か らの西洋への留学生派遣(内 田正雄,榎 本武揚 西周等15人 がオラ

ンダへ〉は1862年,中 国からのアメ リカへの派遣 は1872年 で10年 遅れた。 日

本のヴォルテール と称 される福沢諭吉(1835-1901年)が1862年 にロン ドン

で中国官吏 と交わ した談話 によれば,当 時の中国で西洋語の翻訳 と教授がで

きる者 は全国で11人 に過 ぎなかったのに対 し,日 本では500人 に達 していた

という。 このような状況下では中国の洋学 は西洋人 に頼 るほかな く,日 本で

は日本人 によっていたか ら丁両国における洋学の伝播 と,自 国の科学技術事

業 を発展させる速度 とその水準に差異が生 じたのは,言 うまで もないことで

あった。
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十五.外 来 要 素

1842年 か ら1911年 の間,西 洋 は清朝 と515個 の条約 を締結 した
。一 つ例 を

あげると,辛 丑条約では,中 国は銀4億5000万 両の賠償金 を要求された
。そ

れは39年 間にわけて支払われ,毎 年の利息 は4厘 で結局は全部で9億8000万

両 となった。 これは清朝の12年 の収入に相当する。清朝 は支払った銀の数量

は何 と膨大な量だろうか。国力 は非常に衰弱 し,こ れが清朝の科学技術が更

に落伍 した主な原因の一・つ となった。

世界近代科学技術発展史か らこのような結論が導 き出せる。 どの国で も外

に対 し,積 極的に外国の先進的な科学技術 を吸収 し,内 では自分の国の科学

技術 を発展 させることを重視する。そうすれば必ず前進できるのである
。 し

か し7反 対 にそれをしなければ落伍 してしまう。近代の中国 とヨーロッパで

言えば,落 伍 していたヨーロッパ は努力 し進歩 し発達 した。一方,か つては

先進的であった中国はそれを怠ったために落伍 した。 しか し歴史 は再び前に

進んでいる。新中国は,ま た新 しい基礎の上に発展 して,新 しい時代を実現

で きるだろう。

お わ り に

上述のような社会制度的,歴 史的,思 想的,研 究方法的,教 育的な どの要

因の他に膨大な人 口や領土 といった物理的な原因 も加わって,中 国の西洋科

学技術の受容は遅滞 した もの と考えられるが,こ れ らの原因のうちある部分
ユろラ

は新中国にも残 された課題である。
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